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遺跡の概要

遺跡は、佐倉市の北西部、印旛沼南岸の標高約

27mの台地上に立地しており、一部は市立井野小学

校の敷地内に位置している。本遺跡は、遺跡中央の

窪地（中央窪地
ちゅうおうくぼち

）に沿って、盛土が環状にめぐる

「環状盛土遺構
かんじょうもりどいこう

」で著名である。井野小学校の東隣

ではこの盛土が確認できる。昭和43年以降、６次に

わたる調査が行われ、縄文時代後・晩期（今からお

よそ4,300～3,000年前）の遺構・遺物が多く発見さ

れた。周辺には、新川下流域の神野
か の

貝塚や佐山
さやま

貝塚、

手繰川下流域の神楽場
か ぐ ら ば

遺跡、鹿島川下流域の吉見台
よしみだい

遺跡に代表される同時期の遺跡が分布している。

調査の概要

今回の調査は、遺構の遺存状況とともにその分布

範囲の確認を目的として実施された｡調査期間は平

成15年3月3日～20日で、調査対象面積1,580㎡のう

ち152.5㎡を調査した。調査区は、環状盛土遺構の

中央窪地想定範囲に相当する。また、現在井野小学

校の敷地内で花壇として利用されているため、それ

を囲うようにトレンチを設定した。各トレンチとも

学校建設に伴う撹乱土層が地表面から20～30cmの

深さで認められたが、縄文時代晩期の遺物包含層
いぶつほうがんそう

お

よび後・晩期の遺構の大部分は残存していた。出土

した遺物は、縄文時代後･晩期の土器を中心に、石

器、石製品、土製品など、54×33×15cmの遺物収

納箱15箱分である。

調査の成果

１．西側盛土裾部の特定

今回の調査では調査区西側の５・６・９トレンチ

から縄文時代後・晩期の遺構が多数発見された。

とくに６トレンチ北側は遺構の分布が最も密であ

り、炉跡と思われる焼土跡３基と37基のピットのほ

か、住居の壁面状の立ち上がりも認められたことか

ら、少なくとも３軒の住居跡が存在したと考えられ

る。出土した土器は晩期前葉が主体となる。

土坑は５・６トレンチで計７基発見され、そのほ

とんどが２ｍほどの深さである。６トレンチ北側の

８号土坑と９号土坑は類似した形状を呈し、晩期の

住居跡よりは古い。前者は覆土下部の中央に柱痕状

の軟質土が堆積し、後者は底面中央に柱のアタリが

確認できた。このことから、両者は柱を立てた穴と

考えられるが、その関係は不明である。また、8号

土坑の覆土上部からは、石剣
せっけん

、磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

、

焼成粘土塊
しょうせいねんどかい

がまとまって出土した。

一方、調査区東側の１～７トレンチからは、合計

で４基のピットしか発見されなかった。これまでの

調査成果によると、盛土範囲からの遺構発見例が多

いことから、６トレンチ周辺部分が、昭和40年代の

学校建設時に消滅してしまった西側の盛土の内側裾

部に当たる可能性が高い。失われた盛土の範囲を推

測する上で、これは非常に重要な成果である。

２．中央窪地想定範囲の地山

調査区東側の１～７トレンチでは、表土層下から

地山にかけての10～25㎝にわたり漆黒色土が良好に

堆積しており、そこから晩期前葉から中葉の土器が

多量に出土した。その大部分は小破片で、分布に偏

りを示さない。また本土層中及びその下からは、前

述したようにほとんど遺構が見つからなかった｡以

上から、本土層は遺構の覆土ではなく、晩期の遺物

包含層と考えられる。

本土層に覆われた中央窪地想定範囲の地山は、本

来遺物包含層下にあるはずの立川
たちかわ

ローム層上部のソ

フトロームが存在せず、その下部のハードロームが
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すぐに認められるという特徴が指摘されてきた（第

４・５次調査）。

そこで今回の調査では、それを確かめるため１・

３・７の各トレンチの調査区際を表土から２mほど

掘り下げ、土層の堆積状況を観察した。

その結果、各トレンチとも地山がⅥ層下部あるい

はそれ以下の層にあたることが確認された｡つまり、

中央窪地想定範囲の地山は、立川ローム層の上部の

層が失われ、通常のローム層よりも50～60㎝低くな

っているのである。さらに、第5次調査区の盛土部

分の地山と比べても60㎝ほど低くなっている。

このような地山直上に晩期の遺物包含層が堆積し

ているということは、晩期以前あるいは晩期に何ら

かの作用により地山上の堆積物が排除され、この地

山が地上に表出していたと考えられる｡中央窪地想

定範囲の地山がハードローム層に相当する層準にも

関わらず、ソフト化していることはその傍証と言え

るだろう。

以上の特徴を持つ中央窪地想定範囲の地山である

が、その上面は一様に平坦ではなく、２トレンチか

ら３トレンチにかけて微妙に高まる。この高まり部

分には漆黒色土とは異なる、より黒味の弱い黒褐色

土が堆積する。盛土の配置を見ると、中央窪地想定

範囲に位置する「マウンド４」の西側にこの高まり

が対置している。中央窪地想定範囲内の盛土の性格

を考える上で、この位置関係は非常に興味深い。

まとめ

盛土と窪地に関して、上記のような重要な成果が

得られたわけであるが、ここで両者の関係を考えて

みたい。

本遺跡では、盛土部分で検出された後・晩期の住

居跡がローム質土で覆われている（第３・５次調

査）。また、遺跡東側斜面がローム質土で厚く埋め

立てられており、そこから縄文時代後期後半の土器

を主体として晩期前葉から中葉の土器が出土してい

ることも確認されている（第４次調査）。以上の調

査成果と中央窪地想定範囲の遺構の希薄さを考え合

わせるならば、現在窪地となっている部分には本来

後･晩期の遺構が存在しており、それを削平して生

じたローム土を盛土として利用した結果、遺構の希

薄な窪地が形成されたのではなかろうか。さらに、

中央窪地が円形を呈し、それを中心に盛土が環状に

配置されるということは、この中央窪地こそが盛土

を伴う集落の形態を規定しているともいえないだろ

うか。

学校敷地内に遺構が残存している可能性が高いこ

とから、今後の調査によって、消滅してしまった西

側の盛土の範囲がある程度特定できるものと思われ

る。同時にそれは集落の範囲を示すものとも考えら

れる。また、今回調査を行った花壇の西側部分は盛

土と窪地の境界に相当する部分であり、調査方法に

よっては両者の境界が明らかになる可能性が秘めら

れている。そこから盛土と窪地、そして集落との関

係が明らかになってくるのではなかろうか。

８号土坑遺物出土状況

＊８号土坑の覆土上部からは、石剣
せっけん

、磨製石斧
ませいせきふ

、

焼成粘土塊
しょうせいねんどかい

がまとまって出土した。石剣の先端には文

様が描かれ、部分的に赤く塗られたあとが残る。また、

覆土中には焼土の粒子が認められ、石剣と磨製石斧は

熱を受けている。このような出土状況から、これらの

遺物は墓の副葬品、あるいは何らかの祭祀に用いられ

た可能性をうかがわせる。
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第１図　井野長割遺跡遺構配置図（S＝１/1000）
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